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石
川
県
教
委
は
十
四
日
、
金
沢
市
の
二
水
高
校

が
八
年
度
か
ら
二
年
計
画
で
取
り
組
む
校
舎
改
築
工

事
の
期
間
中
、
金
大
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
校
舎

つ
一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
Ｆ
避
学
の
便
が
良
い
市
中
心
部
に
あ
り
な

か
ら
静
か
な
学
習
環
境
が
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
自

羽
の
大
を
立
て
、
今
審
か
ら
口
と
交
渉
、
た
っ
て
の

要
請
に
国
測
も
理
解
を
示
し
‐た
。

日
立
大
跡
地
を

県
立
高
校
が

「間
借
り
」
す
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
金
大
同
窓
生
ら
も

一城
内
に
再
び
活
気

が
戻
る
」
と
、
無
人
化
、
荒
廃
防
止
の
面
か
ら
も
期

待
し
て
い
る
。

二
水
高
校
が
改
築
工
事
中
の
仮
校
舎
と
し

て
使
用
す
る
予
定
の
金
大
教
養
学
部
校
舎

＝
同
大
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス
鏃
地

金大QB「再び活気」と歓迎

県
教
委
庶
務
課
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
校
舎
改
築
工
事

は
、
校
舎
を
半
分
ず
つ
取
り
壊

し
、
残

っ
た
方
の
校
舎
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
建
て
た

一

部
プ
レ
ハ
プ
校
舎
で
生
徒
が
授

業
を
受
け
る
の
が

一
般
的
だ
っ

た
っし

か
し
、
二
水
高
の
場
合
は

敷
地
が
比
較
的
狭
い
た
め
、
校

舎
を

一
部
残
し
な
が
ら
の
工
事

で
は
新
設
建
物
の
配
置
に
制
限

が
加
わ
り
、
生
徒
の
安
全
面
や

工
事
の
騒
音
な
ど
の
問
題
も
あ

っ
た
た
め
、
昨
年
度
か
ら
仮
校

舎
を
別
の
敷
地
に
設
け
る
計
画

を
立
て
、
七
年
二
月
で
総
合
移

転
が
完
了
す
る
金
大
城
内
キ
ャ

ン
パ
ス
跡
地
に
狙
い
を
絞
っ
て

い
た
。

県
の
金
大
城
姓
整
備
計
画
は

用
地
取
得
か
ら
七
年
後
に
整
備

に
着
手
し
、
同
十
年
後
に
市
民

に
開
放
す
る
と
し
て
お
り
、
計

画
自
体
に
支
障
は
な
い
も
の

の
、文
部
省
、金
大
側
は
当
初
、

■
城
内
の
校
舎
は
老
朽
化
し
て

お
り
、
生
徒
の
安
全
が
確
保
で

き
な
い
」

「貸
し
出
し
の
先
例

を
つ
く
る
と
今
後
、
貸
し
出
し

依
頼
が
後
を
絶
た
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
難
色

８
年
９
月
か
ら
２
年
間

一
一
“
義
義
』
一

¨
射
”
嶽
い

一

て
提
供
し
て
ほ
し
い
。
校
舎
は

比
較
的
新
し
い
教
養
部
校
舎
と

し
、
安
全
面
に
は
十
分
配
慮
す

る
」
と
国
側
に
懇
請
を
続
け
、

こ
の
ほ
ど
、
よ
う
や
く
基
本
的

な
了
解
を
得
た
。

計
画
で
は
、
教
養
部
校
合
二

棟
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、

武
道
館
を
改
築
工
事
期
間
の
八

年
九
月
か
、っ
十
年
八
月
ご
ろ
ま

で
借
り
受
け
る
。
こ
の
間
、
借

・り
受
け
た
敷
地
、建
物
の
管
躍
、

整
備
は
県
教
委
が
行
う
予
定

だ
。

．　
県
教
委
庶
務
課
で
は

「交
通

一

一の
便
、
静
寂
さ
、
施
設
の
充
実

度
な
ど
か
ら
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス

は
最
高
の
学
習
環
境
に
あ
り
、

二
水
高
の
仮
校
舎
と
し
て
何
と

一し
て
も
確
保
し
た
か
っ
た
」
と

一話
し
て
い
る
。

一　
こ
れ
に
対
し
て
金
大
企
画
調

一董
課
は

「国
の
財
産
で
あ
る
金

一諄
榊
椰
】
蹴
攀
れ
罐
藤
」
”
れ

一げ
て
は
し
い
」
と
し
て
い
る
。
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勘鯉
畷
橘
鸞
年
後
完
成
蝙
ざ
す

今
回
の
指
定
で
事
実
上
、難
工
事
の
自
由
ト
ン
ネ
ル
着
工
に
向
け
て
動
き
出
す
格
好
だ
。

来
年
早
々
か
ら
調
査
に
入
る
見
込
み
で
、
自
山
ト
ン
ネ
ル
が
め
ど
と
す
る
十
年
後
に
完

成
す
れ
ば
、
北
陸
と
関
東
、
信
州
地
方
と
の
人
、
物
の
流
れ
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

建
設
省
ヽ
来
年
早

々
か
ら
調
査

へ

道熱教椰霧“神凛凛ｒ臨斑一“疇だ藤諄だい脚駆餅駐嫁一〔率攣麹」ｔ警鎌難馨わ

自
民
党
筋
が
十
五
日
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
高
速
道
路
と

一
般

国
道
の
中
間
に
位
置
付
け
る
地
域
高
規
格
道
路
の
計
画
路
線
に
自
山
ト
ン
ネ
ル
整
備
構

想
を
合
む
小
松

・
自
川
連
絡
道
路

（総
延
長
約
四
十
五
♂
）
が
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
。現
在
、同
連
絡
道
路
は
石
川
、
岐
阜
県
境
が
自
山
連
峰
で
遮
断
さ
れ
て
お
り
、

〇
‐
八
〇
♂
を

可
能
と
す
る
。

建
設
省
が
第
十

一
次
道
路
整

備
五
カ
年
計
画
の

一
環
と
し

て
、
指
定
に
向
け
て
候
補
区

間
の
絞
り
込
み

を
進
め
て
き

た
。小

松

・
自
川
連
絡
道
路
は
現

在
、
小
松
市
内
か
ら
尾
口
村
周

辺
ま
で
国
道
三
六
〇
号
で
結
ば

れ
て
い
る
が
、
岐
阜
県
白
川
村

ま
で
は
難
所
の
自
由
の
山
岳

地
帯
に
遮
ら

れ
、
実
際
は
不

通
と
な

っ
て
い

る
。
石
川
県

は
同
連
絡
道
路
の
地
域
高
規

格
道
路
指
定
に
向
け

て
、
直

線
距
難
で
石
川
県
側
約
十
♂
．

岐
阜
県
側
約
四

・
五
計
の
計
十

四

・
五
♂
の
自
山
ト
ン
ス
ル
整

備
も
合
め
て
国
へ
の
要
望
を
統

け
て
き
た
。

ル
ー
ト
検
討
後

に
計
画
を
決
定

関
係

者
に
よ
る
と
、
指
定

後
は
、
具
体

的
な
整
備
に
向

け
て
、
基
礎
的
デ
ー
タ
の
収

集
、
ル
ー
ト
検
討

を
行

っ
た

う
え
で
、
工
式
な

区
間
や
、

分
割
化
も
合
め
た
ト

ン
ネ
ル

計
画
を
決
定
し
、
十
年
後
の

完
成
を
め
ど
に
着
工
に
入
る
運

び
だ
。

東
京
と
４
時
間
で
直
結

岐
阜
県
と
の
直
結
道
路
が
整

麟
離
帥
霙
載
帥
て
棘
藤
ｒ
帥
螂

動
車
道
と
の
連
絡
に
よ
り
県
内

か
ら
東
京
ま
で
四
時
間
、
中
京

目
ま
で
二
時
間
と
い
う
ァ
ク
セ

ス
の
大
幅
短
縮
が
可
能
と

な
る
。

首
都
圏

と
の
人
的
交

流
、
物
資

流
通
が
盛
ん

と
な
る
こ
と
か

ら
、
県

内
経
済
の
波
及
効
果

ヘ

の
期
待
は
大
き
く
、
と
り

わ
け
首
都
圏
か
ら
の
入
り

込
み
数
の
飛
躍
的
な
増
加

は
、
県
内
観
光
地
に
と
っ

て
、
魅
力
的
な

需
要
の

開
拓
と
な
ろ
う
。
た
だ
、

県
境
を
ま
た
ぐ

難
事
業
だ
け

に
、
今
後
の
建
設
促
進
に
向

け
て
は
、
従
来
の
石
川
県
だ

け
で
な
く
、
岐
阜
県
と
の
密

接
な
連
携
の
構
築
が

不
可
欠

と
な
る
。

_.1,_

小松■岐阜 1白川
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17期 同期 会報告

1994年 2月 19日 午後 3時 過 、 JR米 原 駅新幹 線 改札 日前 。 冬 の陽 が少 し傾 き始め

る。大家 慎 一君 、小 間八 郎君が いる。杉 本義一君 、藤 野 達 人君 、藤井 芳 治君 、宇野和子 さ

んが続 いて着 いた。恵 比 寿泰子 さんが「 しらさ ぎJで 着 いた。急 いで北 陸線 の普通電 車 に

乗 り換 え る。懐 か しい顔 が揃 う。数年振 りか ら卒業 以 来 の顔 もあ る。虎 姫駅 で下車す る。

「 虎 姫 」、「 浅井 」 な どヮ ンゲルで覚 え た懐 か しい地 名が 出て くる。 め ざす は「 須賀 谷温

泉 」。宿 のマイク ロバス に乗 り込 む。他のお客 さん と一緒 で定員オ ーバ ー。山行 のアプ ロー

チの怪 しげ な乗 り合 い タク シー顔 負 け。

「 須賀 谷 温泉」 は浅 井長政 の居城「 小 谷城 Jの 城 趾 の あ る小谷 山 の南麓 にあ る静かな一

軒宿 で、 ワ ンゲ ル向 きで あ る。

早速湯 に入 る。鉄分の多い温泉だ。温泉はそ こそ こに して夕食だ。 メニ ューは猪 と鴨鍋。

都 合 で遅 くな った小 島敬君が着 いた。わ いわ いが やが や で盛 り上 が る。夕 食を終 えて部屋

に戻 り話 の続 きを。 そ こヘサ ンデ ィエ ゴの 出張 か ら帰 り、 横浜の 自宅 に 30分 寄 っただ け

で駆 けつ けた川村 高弘君 が現 れ る。 17年 以′上 前 の金 沢 の下宿 の深夜 の雰 囲気 に近づ いて

い く。 しか し齢 四十を越 えたせ いか午前 3時 に就寝 。

翌 朝、朝 風 呂、朝 食 を済 ませて宿 のマ イ ク ロバス で長 浜 駅へ。電車 に時 間が あ るのでバ

スで米原駅 へ。 ここで小 島 (旧 姓 野村 )幸 子 さん と落 ち合 う。彦 根城 に行 き、近 江路の風

景 を楽 しむ。彦 根市 内 の レス トラ ンで近 江牛 の焼 肉で 少 し遅 い昼 食 を とる。食後、来秋 の

再 開 を約 して それ ぞれ帰 路 に着 いた。充実 した そ して 元気 の取 り戻 せ た二 日間 で した。

1994晩 秋  渡 辺 和 文  記
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追 伸 (原 稿が遅 れて OB会 事 務局 の皆 様 にι事孝大 ,御 迷惑 をおか け し、誠 に 申 し訳 あ り.  
ま喜ん :期 醸 内 に物 事ふ を きな よ贔 し言胃警 は ぃまだ直 らず、三つ 子 の魂百 まで

とはよ く言 った ものです 。 そ こで せめ て もの償 いと して OB会 諸 兄姉 の皆様 に さ

さやか な旅 情 報を お届 け します。 )

童超 LL拓事 (下 栗の里 :長 看県下母那郡上村下栗)の御案内
ワンゲルOB諸 氏にはご存 じの方 も多 |ヽ かと存 じますが、何度行 って も大変良いとこ

ろです ので御紹 介 します。

■特徴

。南 アルプス南部 (聖岳 、兎岳 な どを )眺 め られ る「 日本 のチ ロル」 と呼 ば れ る景色 の

す ば らしい部 び た山村 集 落です :

・ 御 家族で のん び りと南 アを眺 め るの に最適 .

■ ル ー ト

・ 中央 自動車道・ 飯 田 ICか らR153、 県道上飯田線 (矢筈 トンネ.ル 経 由)上村、村
道経 由で下栗。 (約 1時 間 )

日宿

・ 高原 ロ ッジ下栗 :‐

1・ ‐・

1泊 2食 警t・,ooo円 (子 供 ¥4, Ooo円 )

部屋 は洋室 の ツイ ン。 トイ レ、浴室は共同 .

下栗分校の跡 に建て られ た村営 ロ ッジ。現在 は元東海大学 ワンゲル主将 の 38歳
の方が御夫婦 で管理人を されて いる。素朴な山の幸の食事がおい しい。
(詳 しくは「 ラバ ン」 1994年 10月 号学習研究社刊 P_■ 8～ 27に 掲載 さ
れて います。 )

・ 他 に民宿が 2軒。

・ しらびそ高原 には しらびそ山荘 、
1大

平高原 には大平保養セ ンターがあ る。 (い ずれ も
村営 )

。しらびそ高原にはォートキャンプ場があり、南アルプスを目の前にしたキャンプも楽
しめます。

■歩 く

。尾池山、尾高山へのハ イキ ングが楽 しめます。 (そ れぞれ往復 3時間程度 )

(遠 山郷 は' 82年 に同期 の小 島君 に連 れて行 って もらって初 めて知 り、翌 年妻 子 と
一緒 に行 き、 その後行 く機会 を失 って い ま したが 、今秋 1■ 年振 りに訪 ね ま した。 )

そ+>上〉(
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1995年 1月 6日

金沢大 学 ワ ンゲル 15期 会 開 催 の案 内 (1)

新年明けましておめでとうございます。

本年 もどうぞよろ しくお願いいた します。 この正月だけは神様 も仏様 もずい

ぶん身近にいるようですので、40代 の半ばへ向か う我が身や家族の健康 と安

泰をお願い しています。ちなみに、私の家では “かまど"の 神様にも鏡餅を

供えて火の安全を祈る田舎の習慣が続いています。

さて、昨年 5月 の滋賀県朽木村・ 朝 日の森 自然研修所におけるワンゲル 15

期会には、教え子の結婚式のために出れな くて残念だったのですが、次回は

能登でという提案にみんなの賛成が得 られた ということを幹事の横井君か ら

聞 き、丁寧な引 き継ぎも受けました。

思えば、 この ワンゲル 15期会は昭和 60年に愛知県蒲郡市の三谷温泉で

開催されたのが第 1回 です。その前年 まてに 15期のメンバーは全員結婚 し

て しまい、それまでのように結婚式で多 くの人 と顔をあわせるとい う機会 も

な くなって しまったところか ら発案 されたといいます。以来、下記のように

回を重ねて今回は第 10回の記念大会 となります。栄光の (?)記念大会な

ので幹事は二月 も返上 して企画立案 にあたっており、さらに、みんなの協力

により、飲んで歌 って語 り合い明日への活力 となるような会にしたいと考え

ていますのでどうぞよろしくお願いいた します。          |

回 開 催 年 月 都道需員    5鋼 f整 ナ自 幹  事

1‐ 昭和60年 (198騨)3月 愛 知 三谷温泉 佐野・ 増 田

，
一 昭和61年 (1986年 )11月 京 都 京都市 内 金井 。三宅

3 昭和 62年 (198害)11月 石 川 一里野温泉 上 馬

4 昭和63年 (198群)11月 奈 良 奈良公園 松 縄

5 平成元年 (198鮮)11月 福 井 宮崎村 間 所

6 平成 2年 (1990年 )11月 静 岡 久能 山 増 田

7 平成 3年 (1991年 )11月 石 川 金沢市 舟田   ャ禁人

8 平成 4年 (199器)11月 兵 庫 舞 子 宇野・ 金井
y高

村

9 平成 6年 (1994)5月 滋 賀 朽木村 横井・ 佐野

平成 7年 (199瞬)11月 石川 :能登 坂尻

※平成 5年はKUWVの 35周 年記念行事のため開催せず

※記憶間違 いなどがあ った らゴメ ン

―-45-



この写真↓ま平成 3年のもの。「懐かしの金沢」ということで、15家族ヽ

“

人が参集 伏
手堀前KXR加鋤 。宴会前のしらン:、のうちに、次回韓 bヾ決められる力ヽ そのビン
ポー場を弓iいた者:ま、「

=く

」「騒げて」「詢嘔 )ま収容」できる施設探しに秀走せねばな
らないはめになる―.子供達同士が顔なじみになり、遊び興じてくれるlti Oま親同士にも、
嬉しい光景だった。だった一と言うのは、そろそろ子供達が独立し始め、どうゃら今後:ま

,しス、だ:すの集まりに収東していきそうな気配だからである。

それもよし。同じヮンケ
｀
ルの飯を喰って社会に船出した仲間達 :ま、しヽつまても心おきな

く肇ぎ語り明かせる仲間違である。

4月 30日、17芽打 島ヽさメンより、

tの 5年 くらいの間に周辺の期に

よびかけての (lo名前後参加の)

,ンタル会を調催してきた力ヽ 今

度は東母 也区ヮングルOB∞名余

りの全員に拡大 して呼び掛け、開

催しようかと相談し合った。つい

て:よ金沢から、金沢の情報を運ん

で参加してもらえないか■との打

診がありました。役員会でも相談

の結果、応1麦の体制をとることに

なり、3名の役員が参加しました。

この写真は、前回の時のもの。  
「

(今回のもの|ま間:こ也・わず、次国

に1事載:〕 子む ‐43-
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●押舟甲さんたちのご尽力でヮングル田会ガ隆盛の由、こ同慶の至りです。ベルクハイ

ムも修復し、今秋にはベルクハイムで「月見の宴Jが催されるこのここです。そうはいつ
ても、皆多忙な社会人ばかり。なかなか金沢まで足を伸ばすここはできません。

それで、

るここといたしました。

OB会長の大島さん (13期)や事務局長の舟田さん 0騒D、 島越さん (a団)に参加
しこ 硫責■ てヽ、現地情報も日けるようにしたいと思います。しばらくワングルから遠ざ
かつていた人、近所なのになかなか集まれなかつた人も、これを機会にご参加ください。
に 夫婦での参加も歓迎します。)

あの先輩や後輩にもスし振りに会えます。お誘しヽ合わせの上おいで<ださし、

記

日 時 11995年 フ

「

ヨ ■ 日 鐘曜 日)午後6時～ 8時30分

場 所 :匡ヨ限晏tナ 1 1｀ ′ (オレンジ ‐ルーム)銘 古屋駅前 `毎ロビル9闇
8 o52-581-8600     名古屋市中村区名駅4-7-35

ヾア≦≧月ジ
=ミ      劉降月艮でごうぞ

宿泊:希望者へのホテJL/8介 [JR名古駅 から徒歩5分以内]予約は直接お願いします。
ホテJしキヤツスルプラザ (S 10千 円、丁 16千 円)

8 052-582-21 21  FAX 5 8 2-8666

名鉄グランドホテル   (S  9千 円、T 18千 円)

奮  052_582-221l  FAX 5 8 2-2230
ホテリじアツシア (S  9手 円、丁 16千 円)

●  052=561-3751  FAX 5 81-3236

お手数ですが、

じ螢夢ビ 1囃り|1端 C682-240、 1刊則]潮 C502 04DFjヽ 1島 Cm2-4220、  1刷田騎自ミc881-23D]
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率 出 席 者

9期 伊藤 俊成

9期 白井  勇

11期 右闘 清ク、

12期 杉森 和義

1勁 鳩 競

13期 岩田  実

13期 柴田 茂樹

13期 柴田 訓子

15期 舟田 節子

1剛  鵬   灘

1'明 社斑 工畝

1麟 川端 鐵

16期 清水 重仁

17期 小島  敬

17期 4嶋 幸子

17期 渡辺 和文

1雛月 森  鬱

21期 羽根 嘉隆

器期 亀́越 伸博

躙 浅輪 航

2鐵]割 ll汚許―

ん期 金IL 裕之

型 月 む ま 皇難

率 式 攀

名古屋市

桑田市

師

半田市

鰤

名古屋市

名古屋市

名古屋市

金沢市

跡

名古屋市

名吉屋市

岐阜羽島市

名古屋市

名吉屋市

名古屋市

名古屋市

跡

金沢市

7Jせ膀Fロ

刈谷市

半田市

軸 α
・

明 7」 静ヾ       | 
｀

来賓挨拶  (OB会長 13期 鳩

乾杯の音頭 (9期 伊勘

参加者の自己紹介

OB会近況・スライド映写 α詢日 舟帥

群 藝 諄
r7 

ン う
―
R~几

く 義

動 日幸賠

15期 舟田 節子

体 当:よ 苦労された小島さんに書いてもらえ

ばいいのですカミ 会報発行を優先し、とりあえ

ずの報告を一)

金沢組 3名は、しらさぎlo号で名古屋へむか

う。こんな支部誕生に出掛けられるなんて、後
5年の間に何ができるか?と不安だった頃と比

がれば夢のよう。

迎えに出てくれているはずの渡辺さんとは出

会えず、変更された会場 。名古屋国際センター

25F東天紅へ 3人でルー トファィディング。無

事到着。お周年でお会いした顔k久しぶりの顔、

初めての顔にそれぞれに3つのテープルに分か
れ、もう和や力、 それでも,応の式次第にのっ
とリーと司会の1制卿|1端 さんハ端 に出る。

鰹 、乾杯ιこ続き、 自己訛札 年1罰吠oこ書き
たいばっかりに何とか一年に,度は登るように

とノていたが~ゃ、久|ぶりに見た先輩の頭と、

自分の頭を見比べて一と、楽しぃ近況報告や山
との関わりの話が続く。中華料理が次々と運ば
れ 音ながらにまめな人はさっと分配係に回り、

誰かがやってくれると、誰かは食べる人に専念

し―自然に分担が決まるのた これまたヮンゲ

ルらしいところ。

続いて、スライ劇難乳 構子を寄せ、「 もっ

と前に」とプロジェクターの机をずらした途端、

折り畳み式のL滋 れ 並べてあったスライド

が繊毯に飛び散る。二
同思わず、テントの中で

鍋がひっくり返ったあの無残な光景を蘇らせた

のでありました。

かくして、自由、高凛 鳴谷山は「渾然一

体」となり、縦位置のものは「罐 は左が上で」

「ああ、これは右浮hですねえ」と、頭の中も

外もグルグルと体操する羽目になる。それでも

懐かしんでもらえたようでした。

それまで、後ろ姿でJヽさく登場していた夫の

正面いヽ 三男坊と共にシゃクナゲをバックに登

場  「皆さん、感謝しましょう。」と声がかか

保 勤

爾

偏 カ

(世話カ

麟 カ

G量識人う

麟

春E井市

1)

2)

3)

4)

5)

6)ヮ ングル歌

7)酔 の挨拶 こ醐  川聯

受付 α麟 田 1電劇 島ヽ 鰤

カメラ 0■明 膠褻D
徐壽十α8曖万 謬ゆ
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る。一「ありがとうございます」とすかさず合掌

する人がいて、脱

もう、時間切rHlif_テ ーブル毎に、ヮング

ル歌を歌う。何やら微妙に、ズレがあるよう。

歌詞が自然に出てくることに感激する人あれば、

何も出てこなくなったことに感概する人もあり。

名残おしく閉会。つい、「 これからも、よろ

しくJと挨拶して回る私に、「今日は<来賓>
だろ !」 と先輩の声がかかる。

いつか―名実ともにく来賓>になりたいもの

一せわしく車中の人となりました。

蘇 暑 毎 ワ ン ケ ウ 喩

瑠穐 参 力 扇 旨 か ら の 連 絡

*4期 熱 誌 稔

'7月 1日い の日になっており、異

動するやも知れずですので、残念ながら欠席
。昨年の自由行ができなかったことが今も悔

やまれるがヽ 大島会長や舟田さん達にお世話

になりうれしかった。よろしくお伝え下さい。

・東海ヮングル会、発起してくれた 4人の侍

に感謝と′ています。今後共よろしく。

*6期 今井 春昭

懐かしい皆様方にお会いできることを楽しみ

にしておりました力ヽ 当日は公用の会議のた

め出席できなくなりました。特に3-9期の

皆様には、あの頃の想い出を合めて感謝し、

御活理を祈ります。

この会が今後度々閑催されることを期待して

います。

*

親の世議で今回は失礼します。山への憧れは

いまだに失っていません。子供はついてこな

くなりましたので、妻と時々登っております。

*19期 鰹駐_吏

1年生合宿哺 アルプスヘ、の想いがいまだに

続いており、年2-3回は北岳周辺に登って

おります。 4月 には鳳凰二山に行って来まし

た。春山としては手項なので最近よく行きま

す。北岳の方、来る時は声をかけて下さい。

*2摯舅 多a圭  窮好子

ワンゲルで過ごした4年間の何倍もの月日が

経ているのに、当時の自分の思いは鮮明で九

いい時期にいいところで過ごさせてもらもた

と、幸運に感謝します。

東海ヮングル会の発足で、またひとうウング

ルが近づいてくれたことをうれしく1熱 まヽす。

時 で九

下のような連絡を受けています。

この会報がお手元に届く頃は、

締切の7月 10日 を過ぎているこ

とでしょう力ヽ こキ都合のつく方

は、世話役の山口さんにご連絡

下さい。

KUWV21期生卒部15周年懇親会と
江日喜美江さんの墓参りのお知らせ'            %.618

今夏下記の予定で 21期生が名古屋に集まります。

選E計麟L毒督研箸亀耐請磐I、

7月 10日頃までに、山口まで綺 さい。
連絡いただく内溶は、①懇親会のみ②墓参りのみ③

両方参加のいずれかと、④宿の必要性の有無です。

日程 :平成7年 8月 5日 (土)～ 6日 (日 )

5日午後6時より難
6日午前9時頃宿出発し江口さんの墓参り

(自由参加、墓参り後解散の予起
場所 IKKR名古動

名古屋市中区三の丸 1二 5-1
■052-201-3326

地下鉄・鶴舞線 r丸の内」駅 卜阜、1番出口より
徒歩 6分、JR名古屋駅からの場合 地下鉄 。東
山

―

えて臨   「妙 内J駅
宿泊も可、費用8,300円程度 (1泊朝食付き)

懇親会費:8,000円
21期脚庸務冒彙 足墾 酸 、石晰 、大灘 ← 、

加藤万里子、河嶋京子、滝本民大、竹内和彦、
懺 、販 酪 、

…

、■
― 、

栂睦美、羽根嘉隆、山口克己

以上、ご腐討下さい。参加をお待ちしています。
山口 克己 telo 2 9 8-38-2888
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久 し ぶ り の 高 三 郎

18期  椿川 利弘

ゴールデ ンウィー クの次の週の金曜 日の夕

方、栂 (19期 )から明日か らの土日で高二郎

に登 らないかとの電話があって、メンバーを聞

くと、栃尾 と深田夫婦 (い ずれ も20期 )それ

に栂の女房 (21期 )と 全員がワンゲル OBで
あったので、突然 で|ま あつたが、即 OKし た。

しかも、この 6人は 18年前の現役の 1年生か

ら4年生にあたることが後でわか り、栂 リーダ

ーの もとチームワークも抜群で 4年生の私はも

う楽珍でした。 (少 しバテたが !)

行程はベルクハイムで l泊 して翌日高二郎の

往復なので、今秋の月見の宴に高二郎へ登山さ

れる方の参考に、ここに久 しぶ りの高二郎につ

いて紹介 したいと思います。

土曜 日は、途中貯水池わ きにある故高桑氏

(19期 )の墓にお参 りして、犀川ダムか ら 1

時間半4iでベルクハイムについた後、少 し時間

があったので、水場 までの道を整備することに

した。夜は、近 くで採ってきたウ ド、カタハ、

スズタケ等の山菜 とレトル トの牛丼、それに少

々のお酒でささやかな宴会 となった。

次の日、朝早 く金沢か ら出て きた深田夫人と

合流 して、 8時頃ベルクハイムを出発 した。水

量豊かな倉谷の流れを横 目に見ながら新道登 り

口に到着 した。新道は昔 どお り急ではあるが、

踏み跡もはっきりしていて歩 きやすい。ザ ック

置き場で休憩 した後 も道は同じような状況で、

成ケ峰の分岐まで 2ビ ッチ、 2時間程度かかっ

た。途中、ヤブツバキが道沿いに咲き乱れ、ウ

ラジ Llヨ ウラク、タムシバ、その他の花や本の

名前を栂に教えてもらいなが ら、高二郎 までは

意外 と近いと思って歩いた。

しかし、そこからはヤブこぎのうえ、痩せ尾

根で危険で、とても 1ビ ッチで高三郎は無理と

あきらめ、旧道 とっつきの急登部で休憩するこ

とにした。ここまではシャクナゲの花がとても

きれいで、昼寝岩 (今でも言 うのかな ?)は ほ

つとさせてくれた。旧道に出てからはほとんど

残雪の上を歩くことができ、 4時間かかって正

午に山頂に立った。

_雪に覆われた山頂では、新緑の犀奥の山々を

見渡すことができた。心配 していた雨がボツポ

ツ降ってきたので、寒 くて ピールもすすまなか

つたが、とにもか くにも 14年ぶ りのビークは

ひとしをであった。

帰 りは旧道を下 りることにした。旧道は、新

道ほど歩きにくくはないが荒れていて、尾根の

広いところでは道が分か りづ らくなっていた。

そこはグループ薮のメンバー、すばやくルー ト

ファインディングしたので、予定どお り2時間

半でベルクハイムに着いた。

以上簡単にルー トの状況を書いてみたが、思

い出して頂けたでしょうか。私は、みんなで紅

葉の高三郎をもう一度登 りたいという気持ち半

分 と、こんなしんどい山はもういいという気持

ち半分です。

なお、 2、 3年前から、 OB会役員になった

ことや週休 2日 制、体力の増進等々で月に 1回

程度は山に登るようになったので、機会があれ

ば昔の仲間と下緒に登れればと思っています。
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事務局長とその夫|よ 東海ヮングル会披露用

のスライドを撮るため、8Jllさん達の=週間後

に登ってきました。 (お互いに知らなかった。)

今(高三郎:よ 数年に刊熱 椰 して体カ

試しに登りに行く山です。とはいえ、在部中は

シャクナゲを見た覚えがなく、ピークを踏んだ

のも三度だけだったように思います。猿ケ山と

大門の間に、自馬から槍まで北アがずらりとい

うのは今回が初めてでした。

そして倉谷まで戻ってきて、新トレの現役達

に会いました。テント村ができているのは嬉し

い光景一。こんな所まで押し掛けるOBなんて、

立派なのか?迷惑なのか?ま あ一立派としてお

きましょう。

月見の宴の下調べもすみましたし―。尚、現

役達が付けに行ったBHの鍵のナンバーは

5 9 4   です。

事務局長のコースタイム

ダム (1時間10分)BH α5分)新道取付 (1

時間35分)犀滝分岐 (1時間15分)昼寝岩 (1

時間)分岐 (∞分)高二郎頂上 G5分)分岐

(40男)1089P(1時間m効 1日道取付
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*犀りlIダムー倉谷

以前より壊本が生い茂り、ダム湖がほとんど

見えない状態になっています。しかし、踏み外

せばダム湖に落ちてしまうことに変わりはあり

ません。足下滋 ιこくくなっている分、より

危険になったとも言えますので、十分注意して

歩いて下さい。

ダムから二つ目の切れ込みは、水平のまま進

むのではなく、河原へ降りて沢を横切るように

なっています。

出島と呼ばれる辺りは、昔は新0度の展望で

広いダム湖を眺めることができました力ヽ 現在

|“0-∞度の視界といった所です。

倉鰤 から、テントサイトのある理原に

至る途中に、倉谷川が蛇行し淵になっている箇

所があります。ここは浸食がさらに進み、護岸

の石組が沈下しています。岸伝いに通過するよ

うにして下さい。

ネ辛聯首

新道取っ付は金山谷を渡ると、テントー張分
の平地があり、その向かいです。標議はぁりま

せん。ロボット雨量計のある%Tとの分岐まで

の「長尾根」と呼ばれる部分力ヽ 現在高二郎山

中では最も整備されている箇所です (そ の筋の

手が入っているの力＼ 墨＼が通るの力う。クラ
コシ尾根に入ると、道は樹林帯にやや残ってい

る程度で、道がないとぃぅ方が良心的です。濯

本に足をとられると真下がないといった箇所も

もあり、通過はほんの春先に限られます。

*独 ―鮭

潅木におおわれかなり厳 しい状態です。シキ
クナゲの頃であれ1ま 残雷て被われ、楽に通過

できます。ピークの地 茂みの中に三角点と

案内板 (朽 ちて地面に置かれている)がありま

す。

*1日道 (下りの場合)

まず分岐が要注意です。頂上から15分ほど尾

根伝いに下りてきた所で、手前にある1日道島根

に向かうようにして下さい。旧道に入ってすぐ
ロープがあり、下はザラザラの土が剥き出しに

なってえぐられています。つかまる技を確かめ

て慎重に下りて下さい。

続く道ははっきりしています力ヽ 」岐 がかな

り出てきています。迷いやすいのは、1側9Pの
下りあたり。なだらかなピークで、ここから左

よりに進むのです力ヽ 誰もがここで迷うらしく

迷い跡のため、余計迷い易くなっています。疲

れていたり、時間に追われとるとますます迷い

ますので、冷様に尾根を読んで下さい。田道往

復の場合であれ|ま 登りの時に赤テープをつけ

ていかれるとよいでしょぅ。

最後の30分はともかく急坂です。昔のリーダ

ーのにっくき声を思い出し、あるいはリーダニ

だった頃の声掛けを思いだし、気を引き締めて

下りて下さい。
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